
機械設備調査表 様式第１−①

※１ ※２ ※３ ※４

※５ ※６ ※７

※８

※９

※10

※11



機械設備調査表 様式第１−①

法令の適合性等

□ 産業分類は、⽇本標準産業分類で適切に認定されているか。

業種区分
（産業分類）

□

□

□

その他※11

当該⼯場に関係する諸法令等が調査され、法令毎に状況がまとめられているか。
（騒⾳及び振動規制法、消防法、⼯場⽴地法、建築基準法、都市計画法等の該当性及び適合性等）

その他、当該⼯場に関係する特筆事項等がまとめられているか。
（リース機器の有無、別所有者保有機器の有無等）

□

□

※10

業種区分は、機械設備調査算定要領 別表１ 機械設備標準耐⽤年数表の区分で適切に認定されてい
るか。（その他作成調書等と⼀致しているか。）

当該⼯場の製造(加⼯)⼯程の概要が分かり易くまとめられているか。
（⼯程が複雑な場合は、製造⼯程図⼜は動線配置図等を作成し、整理されているか。）

調査時点の稼働状況等が分かり易くまとめられているか。
（休眠設備の有無、稼働⽇及び時間、繁忙期、その他特筆事項が整理されているか。）

住所⼜は所在地に誤りはないか。
（図⾯表記内容、その他作成調書、公的書類等と⼀致しているか。）

※８

※９

製造(加⼯)⼯程

稼働状況等

※７

備 考

機械設備の所在地

調査年⽉⽇

調査者

整理番号

□

□

□

□

機械設備が存する所在地は適切か。
（図⾯表記内容、その他作成調書、公的書類等と⼀致しているか。）

調査年⽉⽇に誤りはないか。
（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

調査者に誤りはないか。
（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

整理番号に誤りはないか。
（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

所有者⽒名⼜は名称

番号 チェック内容チェック項⽬

所有者の住所⼜は
主事業所所在地

※１

※２

※３

※４

※５

□※６

□
所有者⽒名⼜は名称に誤りはないか。
（図⾯表記内容、その他作成調書、公的書類等と⼀致しているか。）



機械設備調査表 様式第１−②

※１ ※２ ※３ ※４ ※５ ※７ ※８ ※９ ※10
※６

※11



機械設備調査表 様式第１−②

□
□
□

□

□
□ その他、特筆事項が表記されているか。備考※11

※９

基礎の有無、⼨法、設置状況等に誤りはないか。
（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
（施⼯図、竣⼯図等、根拠資料と整合しているか。）
（根拠資料等がない場合、認定根拠が明⽰されているか、また当該根拠は妥当か。）

□基礎⼨法･設置状況

復元の可否判断に誤りはないか（特に否の場合、客観的に妥当か。）※10 復元の可否

運搬費に影響形状･⼨法に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）※７ 形状･⼨法

運搬費に影響

質量に誤りはないか。
（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
（銘板写真、カタログ、取扱い説明書等、根拠資料と整合しているか。）
（根拠資料等がない場合、認定根拠が明⽰されているか、また当該根拠は妥当か。）

□※８

製造所名等※６ □

製造所名等に誤りはないか。
（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
（銘板写真、カタログ、取扱い説明書等、根拠資料と整合しているか。）
（根拠資料等がない場合、認定根拠が明⽰されているか、また当該根拠は妥当か。）

数量に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
機械名に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

※３
※２

数量
機械名

□

取得年⽉に誤りはないか。
（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
（減価償却資産台帳等、根拠資料と整合しているか。）
（根拠資料等がない場合、認定根拠が明⽰されているか。また当該根拠は妥当か。）

補償率に影響

質量

仕様※５

取得年⽉※４

□

型式･能⼒、出⼒等に誤りはないか。
（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
（銘板写真、カタログ、取扱い説明書等、根拠資料と整合しているか。）
（根拠資料等がない場合、認定根拠が明⽰されているか、また当該根拠は妥当か。）

チェック項⽬番号 チェック内容 備 考

機械番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）※１ 番号



機械設備算定内訳書（総括表） 様式第２

※１
※２
※３

※４
※５
※６

※７ ※８ ※９ ※

10
※

11
※12 ※

13
※

14
※

15

※16 ※17 ※18 ※19 ※20 ※21 ※22 ※23 ※24



機械設備算定内訳書（総括表） 様式第２

□

□

□

□

□

□
□
□
□
□

□
□
□
□

□
□
□
□
□

※18 廃材運搬費 廃材運搬費に誤りはないか。（廃材運搬費計算書等で算出した廃材運搬費が反映されているか。） 建物との合算無し
※19 計 復元費⼜は再築費 計 と 撤去費 計 と 廃材運搬費 の合計値となっているか。

復元費⼜は再築費 計に誤りはないか。（復元費⼜は再築費欄の合計値となっているか。）復元費⼜は再築費 計※16
※17 撤去費 計 撤去費 計に誤りはないか。（撤去費欄の合計値となっているか。）

□撤去費※14

※15 備考 その他、特筆事項が表記されているか。

※13 復元費⼜は再築費 各費⽤に誤りはないか。（数量×各⼯事費×補償率(再築⼯法のみ)となっているか。）
撤去費に誤りはないか。
（機械設備算定内訳書（撤去費）から正しく計上されているか。）

経過年数に誤りはないか。（6ヶ⽉以上は切上、6ヶ⽉未満は切捨となっているか。）
標準耐⽤年数に誤りはないか。（業種区分に対応した年数となっているか。）
補償率に誤りはないか。（算出式は適正か。）

※８ 機械名 機械名に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

業種区分は、機械設備調査算定要領 別表１ 機械設備標準耐⽤年数表の区分で適切に認定されてい
るか。（その他作成調書等と⼀致しているか。）

※６ 算定年⽉ 算定年⽉に誤りはないか。（実算定年⽉、算定年度4⽉固定等）

※12
再築補償率

（再築⼯法のみ）

復元⼯事費･再築⼯事費に誤りはないか。
（機械設備算定内訳書（復元⼯事費⼜は再築⼯事費）から正しく計上されているか。）

□
復元⼯事費⼜は

再築⼯事費
※11

※９ 数量 数量に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
※10 機器別移転⼯法 算定⼯法に誤りはないか。（復元、再築、除却等、その他作成調書等と⼀致しているか。）

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※１ 整理番号 整理番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

※４ ⼯法 算定⼯法に誤りはないか。（復元、再築、除却等、その他作成調書等と⼀致しているか。）

※２ 所有者⽒名
所有者⽒名⼜は名称に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書、公的書類等と⼀致してい
るか。）

※３ 所在地
機械設備が存する所在地は適切か。（図⾯表記内容、その他作成調書、公的書類等と⼀致している
か。）

経過年数の基準⽇

※５ 業種区分

※７ 番号 機械番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）



機械設備算定内訳書（総括表） 様式第２

□
□
□
□

建物との合算無し
※22
※23

□消費税等相当額※20

※21 廃材処分費 廃材処分費に誤りはないか。（廃材処分費計算書等で算出した廃材処分費が反映されているか。）

消費税等相当額に誤りはないか。
（消費税調査で判定した内容（補償の要否、補償税率）となっているか。）

売却価格
ｽｸﾗｯﾌﾟ価格に誤りはないか。（ｽｸﾗｯﾌﾟ算出書等で算出したｽｸﾗｯﾌﾟ価格が反映されているか。） 建物との合算無し
中古品売却価格に誤りはないか。（売却価格算出書等で算出した売却価格が反映されているか。） 建物との合算無し
計 と 消費税等相当額 と廃材処分費 の合計値から 売却価格 が控除されているか。補償額※24

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考



機械設備算定内訳書（復元⼯事費⼜は再築⼯事費） 様式第３

※１ ※２
※３

※４ ※５ ※６
※７ ※８

※９ ※10

※11 ※12 ※13

※14 ※15 ※16 ※17



機械設備算定内訳書（復元⼯事費⼜は再築⼯事費） 様式第３

□
□
□
□

□

□
□
□

□

□⼀般管理費等※13
⼯事原価に対応した⼀般管理費等率（機械設備調査算定要領 別表3 諸経費率表による）となってい
るか。

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※１

※５

※６

※８ 純⼯事費

※７ 共通仮設費

□
端数処理は正しく⾏われているか。（100円未満切り捨て、但し100円未満の場合は1円未満切り捨
て〔共通仕様書 数量等の処理〕）

番号 機械番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

□

※４

直接⼯事費 計の合計値に対応した共通仮設費率（機械設備調査算定要領 別表2 共通仮設費率表に
よる）となっているか。

※２

計 欄は、上記⼯事費と数量の積となっているか。

※３
機械名 機械名に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
数量 数量に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

直接⼯事費

機器別移転⼯法 算定⼯法に誤りはないか。（復元、再築、除却等、その他作成調書等と⼀致しているか。）

□
機械別⼯事費に誤りはないか。（機械設備直接⼯事費明細書で算出した⼯法の直接⼯事費（据付）
が反映されているか。）

□
別途⽐較表にて、前欄の最⾼額との逆転現象について検証しているか。また、逆転現象となった場
合の共通仮設費は正しく計上されているか。（別紙按分計算書の額と⼀致しているか。）

前欄の最⾼額との⽐較

直接⼯事費 計と共通仮設費率の和となっているか。
該当機械 様式第5 直接⼯事費明細書の据付労務費（設備機械⼯）と数量の積となっているか。※９

据付間接費
※10

□
別途⽐較表にて、前欄の最⾼額との逆転現象について検証しているか。また、逆転現象となった場
合の現場管理費は正しく計上されているか。（別紙按分計算書の額と⼀致しているか。）

※12

計 欄は、上記労務費に1.3(130％)を乗じた数値となっているか。
純⼯事費に対応した現場管理費率（機械設備調査算定要領 別表3 諸経費率表による）となっている
か。

□

□
端数処理は正しく⾏われているか。（100円未満切り捨て、但し100円未満の場合は1円未満切り捨
て〔共通仕様書 数量等の処理〕）

現場管理費※11 前欄の最⾼額との⽐較

⼯事原価 純⼯事費と据付間接費の計と現場管理費の和となっているか。



機械設備算定内訳書（復元⼯事費⼜は再築⼯事費） 様式第３

□

□

□

※15 計 欄は、購⼊費単価と数量の積となっているか。

□
配線設備を除く「再築」⼯法の機械について、購⼊費単価がきちんと計上されているか。また、購
⼊費単価が計上されている機械の移転⼯法は「再築」となっているか。

※14
単価の根拠となる⾒積⽐較表、ｶﾀﾛｸﾞ等は添付されているか。⾦額に誤りはないか。

□
別途⽐較表にて、前欄の最⾼額との逆転現象について検証しているか。また、逆転現象となった場
合の現場管理費は正しく計上されているか。（別紙按分計算書の額と⼀致しているか。）

前欄の最⾼額との⽐較

端数処理は正しく⾏われているか。（100円未満切り捨て、但し100円未満の場合は1円未満切り捨
て〔共通仕様書 数量等の処理〕）

□
⼀般管理費等※13

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

備考 その他、特筆事項が表記されているか。

機器等購⼊費

復元⼯事費⼜は
再築⼯事費

※16 □ ⼯事原価、⼀般管理費等、機器等購⼊費 計の和となっているか。

※17



機械設備算定内訳書（撤去費） 様式第４

※１

※２ ※４

※５ ※６ ※７
※８ ※９

※10 ※11

※12 ※13 ※14 ※15 ※16

※３



機械設備算定内訳書（撤去費） 様式第４

□
□
□
□

□

□
□
□

□※13 ⼯事原価

※５ 機器別移転⼯法 算定⼯法に誤りはないか。（復元、再築、除却等、その他作成調書等と⼀致しているか。）
機械別⼯事費に誤りはないか。（機械設備直接⼯事費明細書で算出した⼯法の直接⼯事費（撤去）
が反映されているか。）直接⼯事費

□※６

※７ 計 欄は、上記⼯事費と数量の積となっているか。

※３ 機械名 機械名に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
※４ 数量 数量に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※２ 番号 機械番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

※１ 移転⼯法 □
移転⼯法に誤りはないか。（直接⼯事費で採⽤している額が様式第5の記載⼯法欄の額と⼀致して
いるか。）

撤去間接費

※12 現場管理費

□
純⼯事費に対応した現場管理費率（機械設備調査算定要領 別表3 諸経費率表による）となっている
か。

□
別途⽐較表にて、前欄の最⾼額との逆転現象について検証しているか。また、逆転現象となった場
合の現場管理費は正しく計上されているか。（別紙按分計算書の額と⼀致しているか。）

前欄の最⾼額との⽐較

□
端数処理は正しく⾏われているか。（100円未満切り捨て、但し100円未満の場合は1円未満切り捨
て〔共通仕様書 数量等の処理〕）

※10 該当機械 様式第5 直接⼯事費明細書の撤去労務費（設備機械⼯）と数量の積となっているか。
※11

□
別途⽐較表にて、前欄の最⾼額との逆転現象について検証しているか。また、逆転現象となった場
合の共通仮設費は正しく計上されているか。（別紙按分計算書の額と⼀致しているか。）

前欄の最⾼額との⽐較

□
端数処理は正しく⾏われているか。（100円未満切り捨て、但し100円未満の場合は1円未満切り捨
て〔共通仕様書 数量等の処理〕）

計 欄は、上記労務費に1.3(130％)を乗じた数値となっているか。

純⼯事費と撤去間接費の計と現場管理費の和となっているか。

※８ 共通仮設費

□
直接⼯事費 計の合計値に対応した共通仮設費率（機械設備調査算定要領 別表2 共通仮設費率表に
よる）となっているか。

※９ 直接⼯事費 計と共通仮設費率の和となっているか。純⼯事費



機械設備算定内訳書（撤去費） 様式第４

※14 ⼀般管理費等

※15 撤去費 □ ⼯事原価、⼀般管理費等の和となっているか。

中古処分またはスクラップに誤りはないか。中古処分の場合その旨記載されているか。その他、特
筆事項が表記されているか。

※16 備考 □

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

□
別途⽐較表にて、前欄の最⾼額との逆転現象について検証しているか。また、逆転現象となった場
合の現場管理費は正しく計上されているか。（別紙按分計算書の額と⼀致しているか。）

前欄の最⾼額との⽐較

□
端数処理は正しく⾏われているか。（100円未満切り捨て、但し100円未満の場合は1円未満切り捨
て〔共通仕様書 数量等の処理〕）

□
⼯事原価に対応した⼀般管理費等率（機械設備調査算定要領 別表3 諸経費率表による）となってい
るか。



機械設備算定内訳書（直接⼯事費明細書） 様式第５

※１ ※２

※４

※５

※６

※７
※８

※９

※10

※７
※６

※８

※３

※11



機械設備算定内訳書（直接⼯事費明細書） 様式第５

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

※９ 撤去費

※10 基礎撤去費
根拠となる代価表は図⾯等に基づき適切に積み上げ算定されているか。
内訳、仕様、単位の記載が根拠資料に基づき正しく記載されているか。
単価、計算に誤りはないか。

機械経費率（2％）は正しく計上されているか。

※８ 材料その他 必要に応じて材料その他の費⽤が正しく計上されているか。

※６ 直接経費

※７ 補修費等

内訳、仕様の記載事項、及び単価、計算に誤りはないか。
計上は復元のみとなっているか。
補修費率（20％）は正しく計上されているか。

※11 備考 コード番号、代価表番号、資料ページ等必要な情報が正しく記載されているか。

内訳、仕様の記載事項、及び単価、計算に誤りはないか。

根拠となる代価表は図⾯等に基づき適切に積み上げ算定されているか。

復元、再築の数量は、機械設備据付⼯数等計算書で算出された数値が正しく記載されているか。※３ 据付費

内訳、仕様、単位の記載が根拠資料に基づき正しく記載されているか。

内訳、仕様の記載事項、及び単価、計算に誤りはないか。
必要に応じて根拠となる代価表、図⾯等を正しく作成しているか。（機械基礎図等）

必要な経費が計上されているか。（総合試運転費、電⼒料等）

必要項⽬が計上されているか。計上漏れはないか。必要に応じて仮設費は計上されているか。

内訳、仕様の記載事項、及び単価、計算に誤りはないか。

復元、再築の数量は、機械設備据付⼯数等計算書で算出された数値が正しく記載されているか。

内訳、仕様の記載事項、及び単価、計算に誤りはないか。

必要に応じて根拠となる代価表、図⾯等を正しく作成しているか。（機械基礎図等）

復元に運搬費が計上されているか。
単価、計算に誤りはないか。

数量は、機械設備運搬台数計算書で算出された数値が正しく記載されているか。

※４ 機械基礎費

※５ 運搬費

※２ 機械名 機械名に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
必要項⽬が計上されているか。計上漏れはないか。必要に応じて仮設費は計上されているか。

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※１ 番号 機械番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）



機械設備算定内訳書（据付⼯数等計算書） 様式第６

※２※１

※５

※６
※７

※４
※３ ※８ ※９ ※10 ※

11
※
12

※
13

※
14



機械設備算定内訳書（据付⼯数等計算書） 様式第６

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

※12 計算及び端数処理（⼩数点以下3位四捨五⼊）は正しく⾏われているか。
※13 計算及び端数処理（⼩数点以下3位四捨五⼊）は正しく⾏われているか。

※10 中古処分の可否 中古処分の可否は⾒積・聞取り等により適切に判断されているか。
※11 計算及び端数処理（⼩数点以下3位四捨五⼊）は正しく⾏われているか。

※８ 計算及び端数処理（⼩数点以下3位四捨五⼊）は正しく⾏われているか。
※９ 計算及び端数処理（⼩数点以下3位四捨五⼊）は正しく⾏われているか。

撤
去
⼯
数

復元

再築

設備機械⼯
普通作業員
設備機械⼯
普通作業員※14 計算及び端数処理（⼩数点以下3位四捨五⼊）は正しく⾏われているか。

※６ 環境補正 危険作業等の補正が必要な場合適切に補正されているか。
※７ 計算及び端数処理（⼩数点以下4位切捨）は正しく⾏われているか。

※４ 機械分類 機械区分表に基づき分類されているか。機械設備調査表と⼀致しているか。
※５ ⼯数歩掛 計算（Xは機械質量）及び端数処理（⼩数点以下４位切捨）は正しく⾏われているか。

据
付
⼯
数

⼯数歩掛
設備機械⼯
普通作業員

※２ 機械名 機械名に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
※３ 機器等の質量 機械設備調査表の質量と⼀致しているか。

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※１ 番号 機械番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）



機械設備算定内訳書（運搬台数計算書） 様式第７

※２※１

※５ ※６ ※７※４※３
※８ ※９ ※10



機械設備算定内訳書（運搬台数計算書） 様式第７

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

※10 認定台数 認定（E⼜はFの⼤きい⽅）は正しく⾏われているか。

※８ 質量運搬台数 計算及び端数処理（⼩数点以下3位四捨五⼊）は正しく⾏われているか。
※９ ⾯積運搬台数 計算及び端数処理（⼩数点以下3位四捨五⼊）は正しく⾏われているか。

※６ 積載質量 運搬⾞両の積載質量と⼀致しているか。
※７ 積載⾯積 運搬⾞両の積載⾯積と⼀致しているか。

※４ 機械等の⼨法 機械設備調査表の⼨法と⼀致しているか。
※５ 機械等の⾯積 ⾯積計算及び端数処理（⼩数点以下4位切捨）は正しく⾏われているか。

※２ 機械名 機械名に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
※３ 機械等の質量 機械設備調査表の質量と⼀致しているか。

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※１ 番号 機械番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）



機械設備算定内訳書（⾒積⽐較表） 様式第８

※２※１
※５

※４※３



機械設備算定内訳書（⾒積⽐較表） 様式第８

□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

⾒積⾦額 ⾒積⾦額は適切か。
安価な⽅を採⽤しているか。複数の密接不可分な機器グループの場合は複数の機器の合計額で判
断をしているか。

※５ 採⽤⾦額 □

※２ 機械名 機械名に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
⾒積業者 ⾒積取得業者は2社以上か。また、取得⾒積業者の選定は適切か。

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※１ 番号 機械番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

※３
※４



機械設備算定内訳書（復元・再築認定）

※２※１

※４

※３

※５ ※６

※７ ※８ ※９ ※10 ※11 ※12 ※13 ※14 ※15 ※16 ※17



機械設備算定内訳書（復元・再築認定）

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□

※16 再築⼯事費計 計算及び端数処理（１円未満切捨）は正しく⾏われているか。
※17 採⽤⼯法 復元⼯事費・再築⼯事費の安価な⽅を採⽤しているか。

※15 売却価格 □
スクラップ価格の計算は適切か。市場性がある機器の中古品売却価格は現在価格の50％としている
か。⼜は専⾨メーカー等からの意⾒聴取により売却価格を正しく認定しているか。

※13 営業補償 １⽇当たりの補償額は営業補償の算定と⼀致しているか。
※14 休⽌⽇数 ⾒積書等の根拠資料における休⽌⽇数と⼀致しているか。（再築しても休⽌が⽣じる場合）

※11 再築費 計算及び端数処理（１円未満切捨）は正しく⾏われているか。
※12 撤去費 様式４機械設備算定内訳書（再築撤去費）と⼀致しているか。

※８ 復元⼯事費計 計算及び端数処理（１円未満切捨）は正しく⾏われているか。
※９ 再築⼯事費 様式３機械設備算定内訳書（再築⼯事費）と⼀致しているか。

補償率に間違いはないか。（標準耐⽤年数経過以降は残価率 20％）修繕・改修等が⾏われていて
残価率によりがたい場合は専⾨業者の意⾒により別途補償率を認定しているか。

補償率※10 □

※６ 営業補償 １⽇当たりの補償額は営業補償の算定と⼀致しているか。
※７ 休⽌⽇数 ⾒積書等の根拠資料における復元に要する⽇数と⼀致しているか。

※４ 復元費 様式３機械設備算定内訳書（復元⼯事費）と⼀致しているか。
※５ 撤去費 様式４機械設備算定内訳書（復元撤去費）と⼀致しているか。

※２ 機械名 機械名に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
※３ 数量 数量に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※１ 番号 機械番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）



機械設備算定内訳書（代価表）

※２※１ ※４※３ ※５ ※６

※７ ※８ ※10※９ ※11 ※12 ※13



機械設備算定内訳書（代価表）

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

※12 数量 数量計算書より引⽤した数量に誤りはないか。
※13 ⾦額 計算及び端数処理は正しく⾏われているか。

※10 単位 単位に誤りはないか。
※11 単価名称 単価に誤りはないか。

※８ 単価名称 名称に誤りや漏れはないか。
※９ 仕様・形状⼨法 仕様・形状⼨法に誤りはないか。

※６ 備考 必要に応じてその他、特筆事項が表記されているか。
※７ 出典 標準書コード、その他出典に漏れや誤りはないか。

※４ 機械番号 機械番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
※５ 機械名 機械名に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

※２ 項⽬名称 項⽬名称に誤りはないか。
※３ 単位 単位に誤りはないか。

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※１ 代価番号 番号は適切か。



機械設備算定内訳書（数量計算書）

※２※１ ※４※３ ※５

※７ ※８ ※10※９ ※11 ※12

※６



機械設備算定内訳書（数量計算書）

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

※12 単位 単位は適切か。

※10 ⼩計 計算及び端数処理（⼩数点以下4位切捨）は正しく⾏われているか。
※11 計 端数処理（⼩数点以下3位四捨五⼊）は正しく⾏われているか。

※８ 仕様・形状⼨法 仕様・形状⼨法に誤りはないか。
※９ 計算式 計算式は適切か。

※６ 備考 必要に応じてその他、特筆事項が表記されているか。
※７ 単価名称 名称に誤りはないか。必要な⼯種に漏れはないか。

※４ 機械番号 機械番号に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
※５ 機械名 機械名に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

※２ 項⽬名称 項⽬名称に誤りはないか。
※３ 単位 単位は適切か。

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※１ 代価番号 番号は適切か。



機械設備算定内訳書（⾒積依頼書）

※２

※１

※４

※３

※６

※５



機械設備算定内訳書（⾒積依頼書）

※８
※９
※10
※11
※12

※７

※14

※15

※13

※16



機械設備算定内訳書（⾒積依頼書）

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

※２ 依頼元 当社名・所在地および担当者を記載しているか。

依頼先の選定は正しく⾏われているか。（当該機器の製造業者・代理店等、⼜は不明の場合は同様
の機器を製造している業者⼜は取り扱っている代理店）

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

依頼先※１ □

※６ 機器の名称等 調査内容に基づいた機器の名称、規格・仕様等が正確に記載されているか。
※７ 機器等の購⼊費 本体価格の他⼀般管理費、⼆次側配線配管等も含めて依頼しているか。

※３ 依頼⽂ 依頼理由が簡潔に記載されているか。
※４ ⾒積書宛先 ⾒積の宛先は当社となっているか。（発注者ではない。）
※５ 受渡し場所 受渡し場所は正しく表記されているか。（構内：対象地、構外：対象地付近）

※10 消費税 税込み・税抜き・あるいは⾮課税が明確に判別できるように依頼されているか。
※11 総合試運転費 総合試運転費を依頼しているか

※８ 質量 本体１台当たりの質量を依頼しているか。
※９ 中古品売却価格 中古品売却価格を依頼しているか。

※14 移転⼯期 新設・撤去・移設に要する⽇数の記載を依頼しているか。
※15 代替機械 同⼀の機械がない場合、代替となる機械とその理由等の記載を依頼しているか。

※12 廃棄物処分費 廃材処分費を依頼しているか。（必要に応じて特別管理産業廃棄物等を含む）
※13 その他雑費 その他雑費を依頼しているか。

※16 添付資料 ⾒積に必要な資料が記載されているか。（機器資料・設置状況・配置図・道路状況・写真等）



機械設備算定内訳書（数量計算書）

※２

※１

※４

※３

※５

※６

※５

※５



機械設備算定内訳書（⾒積検証）

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

※３ 同種同等の判断理由 同種同等または近似機器と判断した理由は適切か。
※４ ⾒積書の検証 依頼内容に合致した⾒積か、⾦額は妥当か。

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※２ ⾒積徴取業者の選定理由 ⾒積業者の選定理由が適切に記載されているか。
※１ ⾒積先 ⾒積業者が２社以上記載されているか。

※５ 表題項⽬・補償対象項⽬ 記載内容は他の書類と合致しているか。
※６ ⾒積り内容 記載内容は⾒積書から正しく転記されているか。
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※２
※１

※４

※３

※５
※６ ※７

※８



機械設備算定内訳書（復元・再築認定）

□
□
□

□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※１ 調査先名 調査先名称に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

※４ ⼯種
全体の移転⼯程に必要な⼯種が漏れなく表記されているか。（例：準備 移転準備・動産移転、建
物 解体費、機械 解体費、附帯⼯作物解体費、建物 建築⼯事等）

※５ ⽇数 線表記した⽇数と⼀致しているか。

※２ 所在地 所在地に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
※３ 移転⼯法 移転⼯法に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

根拠資料⼜は聞取結果等に基づき、正しい位置（時期）に正しい⽇数で表記されているか。

※７ 備考 必要に応じて⼯事期間⽇数の根拠資料等が表記されているか。

⽇（線表記）
別途作成した建物移転⼯程表、機械設備移転⼯程表等の資料と整合は取れているか。

※６

※８ 営業休⽌期間 上記⼯程表に基づいた合理的な⼯事期間による最短の営業休⽌期間となっているか。



機械設備算定内訳書（復元・再築認定）

※２
※１

※４

※３

※５
※６ ※７

※８

※９
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□
□
□

□

□
□
□
□

□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

※４ ⼯種
機械設備移転⼯程に必要な⼯種が正しい⼯法で漏れなく表記されているか。（例：仮設⼯事、⾜場
⼯事、基礎⼯事、解体撤去⼯事、据付⼯事等）

※２ 所在地 所在地に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）
※３ 移転⼯法 移転⼯法に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

番号 チェック項⽬ チェック内容 備 考

※１ 調査先名 調査先名称に誤りはないか。（図⾯表記内容、その他作成調書等と⼀致しているか。）

※６ ⽇（線表記） 根拠資料⼜は聞取結果等に基づき、正しい位置（時期）に正しい⽇数で表記されているか。

当該形式によらない場合、別途その他の形式（ネットワーク⼯程表等）により、⼯種、⼯事時期、
⼯事⽇数等を表記した⼯程表が作成されているか。

※９ その他

※５ ⽇数 線表記した⽇数と⼀致しているか。

※７ 備考 必要に応じて⼯事期間⽇数の根拠資料等が表記されているか。
※８ 営業休⽌期間 上記⼯程表に基づいた合理的な⼯事期間による最短の営業休⽌期間となっているか。
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